
 20253
 日本建築学会大会学術講演梗概集
 (関東)2006年9月
 埋込み節杭の先端抵抗一先端沈下量近似曲線に関する検討
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 埋込み杭節杭載荷試験
 先端抵抗先端沈下量N値
 1、はじめに
 杭の荷重一沈下量関係を推定する手法に関するする研
 究Dの一環として、埋込み節杭の載荷試験結果に基づき、
 摩擦応カー沈下量関係を双曲線関数で近似し、その曲線
 の係数とN値との相関について検討した結果を文献2β)で
 報告した。従来、埋込み杭に関しては、摩擦応力および
 先端抵抗は杭本体径に基づく周面積および先端面積を用
 いて算定していた。これに対して、同文献では杭周面の
 セメントミルクを含む掘削径に基づいた面積を採用して
 検討を行った。今回、同じ載荷試験資料を用いて、先端
 抵抗q,と先端沈下量S,との関係について、同様の検討を
 行ったので以下に報告する。
 2.載荷試験資料
 対象とした載荷試験資料は、杭径がφ440-300mm(節
 部径一軸部径、掘削径500mm)～φ800-600mm(同
 1050mm)の4種類のセメントミルク工法による埋込み節
 杭の117件である。杭長は4m～43mで、先端地盤は、
 砂質土が80件、粘性土が29件、腐植土が8件である。
 各試験杭の載荷試験結果において、先端抵抗q,は、最下
 段節部底面位置の軸力を杭先端の掘削径断面積で除して
 算出し、先端沈下量S,は、先端沈下計による測定値を採
 用した。
 3.双曲線近似
 q,一S,関係を近似する関数として、以下の式で表され
 るKondller型双曲線を採用した。
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 ここに、a、bは係数であり、図1のごとく、初期接線勾
 配Goニ1/a、漸近値q,、ニ1/bとなる。(1)式を用いて、載荷
 試験資料のq,一S,関係のデータについて、最小自乗法に
 よる近似を行った。ただし、他のデータとは目視的に大
 きくはずれたデータがある場合は、それを除外して近似
 を行った。近似曲線の例を実測値と併せて図2に示した。
 曲線近似を行った結果、安定した曲線が得られないもの
 を除いた108件の近似曲線を採用して以下の検討を行う
 こと1こしブヒ。
 4.双曲線定数とN値との相関
 図3および図4は、G。およびq,、と先端平均N値との
 関係を土質別に示したものである。これらの図では工法
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 別に記号を変えてプロットしてある。また実線は回帰直
 線であり、破線は±標準偏差を表している。先端N値の
 平均範囲としては、最下段節部の底面または杭先端を基
 準位置とした10種類を採用して、回帰分析を行った。図
 3および図4は、それらの中で比較的相関性の高かった
 最下段節部底面より上方1D下方3D(D:節部径)の平均
 N値の場合を示したものである。また表1に、回帰直線
 式、標準偏差σおよび相関係数rをまとめて示しておいた。
 図4(a)には、文献4)で提示されている埋込み杭の極限先端
 支持力度の値を一点鎖線で示したが、本回帰直線とほぼ
 一致している。
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